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1. はじめに

私たちの快適な生活を支えるエネルギーとして化石

エネルギーを燃焼させ直接的に利用することは、地球温

暖化の原因である二酸化炭素を排出するため、地球規模

の問題になっています。エネルギー自給率が極めて低い

我が国においては、エネルギーを効率よく輸送、貯蔵、

利用する捌?が常に求められます。その対策のひとつと

して、水素エネルギーを利用した社会が期待されていま

す。その実現に向けては、燃料電池自動車や水素ステー

ション、定置用燃料電池等の水素関連製品を開発し世界

中に普及させることが必要です。そのためには水素関連

製品を構成するひとつひとつの部品について、中小企業

やベンチャー企業などより多くの企業の参入を促して自

動車産業のようなすそ野の品、産業構造を構築しなけれ

ばなりません。

企業が水素製品開発へ参入する場合、自社で保有する

技併特新規アイディアがベースとなります。これに加え

て、水素と使用材料に関する知識、製品設計の指針、水

素ガスを使った製品試験のための設備導入、法令に準拠

した資格者の配置など、新規参入を阻害する要因がいく

つもあるのが現状で、す。また水素そのものについての特

性が十分知られていないことや、一般の人々が水素をエ

ネルギーとして利用するには開発する水素製品の安全性

を高いレベルで確保しなければならないなど多くの課題

が相生します。将来性のある水素関連製品について、多

くの企業が開発に参入できるよう課題を整理l解決し、参

入時のハードノレをより低くするために、水素を安全で、安

心して利用する技術やノウハウを広く伝えていく倣且み

が必要と考えます。

2. 水素エネルギー製品研究試験センター

水素エネルギー製品研究試験センター(英名

HYI也司enEne耶 r'D白tand R飴伺rchCerr伽以下

iHyrReCJとし、う)は、水素エネルギー新産業の育成・

集積のため、福岡県が中心となって平成21年3月に設立

された財団法人です。水素関連製品のうち、水素ガ、ス

環境下で使用するバルブやセンサーなど比較的/J型の

部品について、耐久性試験や圧力サイクノレ試験等の試

験受託や共同研究開発を通して、中小 ・ベンチャー企

業の水素エネルギー産業への新規参入を支援します。

図1. HyrReC完成予想、図

HyrReCの建設予定地は福岡県前原市(平成22年1月に

志摩町、 二丈町と合併して糸島市へ移行予定)で、約

5，3仙 n2の敷地に約2，α)()m2の建物を建設します。平成22
年4月オープンを目指して現在準備中です。図1に完成予

想、図を示します。主な設備として、圧力1∞iMPa級の水

素ガスを使った試験を行うことができる高圧水素誤験室
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(5室)をはじめ、低圧水素試験室 (4室)、低圧水素加

湿 ・振動試験室 (1室)、水加圧試験室 (2室)を備え、

12の試験室で同時に別々の試験を行うことができるよ

うにしています。また、試験に利用する水素ガスの純度

を測定するための水素ガス分析計、試験片に浸入した水

素の量を測定する水素分析装置、試験片の表面を観察す

るSEM:等の各種顕微鏡、試験用の冶具等を作成する工作

機械を用意し、 HyTReC内でフk素関連製品の試験があ結

できるようにしています。

(1 )水素関連製品に対する製品試験

高圧の水素を使用で、きる試験装置を持たない企業に代

わり、第三者機関として水素関連製品やそれらの材料に

っし、て耐久性言撤、性能寺験、振動験などを受託しま

す。試験方法や試験条件については、開発企業と綿密な

打ち合わせを行って要望に対応します。参考までに

HyrRβCで、実施する標準的な試験方法を表1に示します。

セキュリティーについては、試験室ごとにセキュリテ

ィーカードを使い、試験依頼者別に管理します。ご要望

により、秘密保持契約を締結するなど十分な対応を行し、

ます。

(2)水素関連製品の試験方法の開発

水素関連製品に対する製品試験方法は、国際的にも圏内
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的にも十分に整備されているとは言い難い状況です。

HyrRβCで、は実際の使用環境を模擬した試験方法を開発

縫案し、製品誤験へ反映します。そして、将来的に国内

外基準の標準化、基準の見直しに関するデータ収集や提

案を行う計画です。

(3)水素関連製品の開発

H汗ReCから高圧水素の取扱い技術や水素に関する各

種情報、水素関連製品の試験方法に関する提案を行い、

民間企業と共同で水素関連製品や材料の研究開発を行い

ます。完成した試作品については法で定める認証取得の

ためのお手伝いも致します。

(4)セミナー・広報活動

水素エネルギーと水素関連製品の普及、及び水素の利

用に対する社会的な認知度向上を目指して、水素エネル

ギーに関する最新技併子セミナーや安全講習等を開催しま

す。また、実際の試験を通して水素を取扱う断1-1者を育

成します。

(5) HyTReCの安全対策

HyTReCで、は、法令で定められた安全対策は言うまで

もなく、爆発限界濃度(%)の広い水素の特性を考慮、し

て十分な安針す策を施しています。

高圧水素を使って試験される試験体(試作品)は、厚

さ8mmの鋼板で、で、きた強固な而操カノくー内で宇建設しま

試験名

表1. H灯Rect票準試験方法

主な条件

水素圧カ ""'99MPa 
水素圧力 "'99MPa 
雰囲気温度-4Q

O

C".+850C

量翠額際翠霧置圃圃置

輯画語圏圃

内容

誤験体ヘ水素の加問脱圧を繰り返し、耐久牲を確認、

試験体の雰囲気温度を変化させた状態で試験体へ水素の

加圧脱圧を繰り返し、耐久性を確認、

歯菌圏直 大」

え乙タ~繋響を確群、仇叫ん一…
水素圧力出1p抹満 試験体の雰囲気温度を変化させた状態で試験体へ水素の

雰囲気温度-70
0
C"-'+ 170

0
C 加回脱圧を繰り返し、耐久性を確認

水素圧ダilMPa未満 試験体に加速度差窓口えて振動させた状態で試験体へ水素

加物川 糟掛川蛇ふ語2mg尽僻明糟対処幣糟…
水素圧力lMPa未満 試験体の雰囲気温度を変化させ、かつ振動させた状態で、

性状調整済水素利用 加湿または他のガスを混入させた水素を試験体へ流通さ

雰間気温度-70
o
C"-'+1700C せて影響を確認、

力日振カ "-'2制 kgf
水圧 .""'300MPa …一定 誠験体を水産で強圧し、破裂する圧カを確認

画面画面画

水圧 "-'l30MPa 醤薗歯菌歯菌

r -
訴験体を水圧で力日圧臓圧し、耐久性を確認、
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す。この耐爆カバー内は窒素ガスで、置換されていて空気

が前生しないため、訴験体から水素が漏洩した場合でも

爆発性混合気を形成することがなく爆発の1[;唖己がありま

せん。万一、誤験体が破裂した場合、その影響は耐爆カ

ノミー内に限定されます。

さらに、試験を行う試験室は、厚さ25cmの鉄筋コンク

リート製の障壁で固まれていて、隣の試験室への二次災

害を防止します。研究員の居室となる前処理室と試験室

の間にも同じ障壁を設けています。さらに2O:MPaY.J上の

高圧を発生させるブースターと水素を蓄える蓄圧器の周

りにも障壁を設けています。詐験体へ高圧の水素ガスを

充てんする試験時には、研究員は試験室内へ立ち入るこ

とはありません。研究員は試験中の状態を前処理室から

臨見カメラと防弾ガラス製の臨見窓から安全に確認しま

す。

試験室内は時間当たり30回の強制換気を行っており、

万一試験室内で水素が漏洩した場合は速やかに安全な濃

度に拡散させます。試験室内には水素漏洩検知器が設置

されていて、水素漏洩を検知すると警報を発報します。

それで、も爆発が起こってしまった場合に備えて、屋根は

軽く他部分より弱し、強度の構造としてあるので爆風圧を

上方向へ逃がすことで前処理室にいる研究員を守るよう

に設計しています。

これらの安全対策はほんの一部ですが、 H灯ReCでは

水素ガ、スを使った試験中に想定されるトラブルに対し、
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万全の安全対策を行っています。H灯ReCの設備全体の

うち、主な安全対策を表2に示し、前述した高圧水素試

験室の安全対策例を図2に示します。

(6)大学等の他研究機関との連携

水素関連製品の開発は、材料の選定、材料組成、熱処

理、加工精度など企業の技術と新しいアイディアがベー

スになります。ここへH灯ReCが水素ガ、スを使った実際

の使用環境下での安全性・信頼性を示す宇織を提案し実

施します。さらに、九州大学や産業指府総合研知庁の水

素先端科学研究センター (HYDRJα}ENIUS)と連携し、

水素材料の基礎側主や水素製品開発の新しい知見を提案

します。企業と研究機関とH河ReCが協力して開発に取

り組むことで低コストに水素関連製品を開発することが

期待できます。さらに、試験データを分析・解析するこ

とで新しい知見を得て、水素関連製品の材米有鵡食方法に

反映し、将来的に水素製品試験方法の標準化や材料春場検

方法の標準化に資するデータとして蓄積していきます。

(7)試験費用

H灯ReCにおける試験費用は、使用する試験室の大き

さと試験設備、水素や電力等のユーティリティー使用量

へ試験日数を掛けた体系になっています。特殊な作動機

器の導入や試験体取り付け冶具の作成は実費を申し受け

ます。試験内容や費用のご相談については無料で承りま

すので、お気軽にお問い合わせください。

表2. H列ReCの主な安全対策

安全対策

離隔醐佐

壁

屋根

換気

訴験室の霊訪見

耐爆カバー

電気製品

検知器

地震対策

内容

H升ReCは工業団地内に設置されていて、 1仙叫i内に学校、病院等なし。
火気離縞距離として、高圧ガス設備から敷地境界まで&叫よ上確保

試験室周りは厚さ25cmの鉄筋コンクリート製の障壁設置。さらに水素ブースター、蓄圧

器周りにも障壁設置

軽量な折板屋根により、万一の爆発時に爆風は上方ハ吹き抜け、研究員を災害から守る

試験室内は30四月寺の外気導入方式の強制換気により漏洩した水素ガスを速やかに安全

な濃度に拡散させる

全獄験室内に防爆カメラを設置し、集中蹴見室からM時間監視

獣験室と前処狸室開に防弾ガラス+耐火ガラスの二重構造の魁見窓設置

高圧水素試験室にて試験中は、研究員が立ち入ることができないインターロック

高圧水素を流通させる誤験体は、厚さ8mmの鋼板からなる強固な耐爆カバー内で試験。

内部は窒素で置換し、漏えいしても爆発性混合気を形成させない。

高圧水素試験室内はすべて防爆仕殺

水素漏洩検知器、火災報知器を全試験室に設置

感震器を設置し、震度4以上の地震を検知した場合は、装置を自動停止
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換気ファン

試験室 前処理室

図2.高圧水素試験室の安全対策例

3. まとめ

水素エネルギーの普及に向けて、水素関連製品を低価

格化し身近なものにしてし、かなければならなりません。

そのためには、中小 ・ベンチャー企業の多くが新規参入

し、切瑳琢磨していくことが望ましいと考えます。しか

し、現実には新規参入を阻害する要因がし、くつもありま

す。HyfReCはこれまで大企業でしか実施できなかった

水素関連製品の耐久性や信頼性を評価する試験の受託を

行し、ます。また、他の研究機関と連携し、水素に関する

情報や知見を提案します。これにより水素関連製品の開

発に対し中小 ・ベンチャー企業の参入を容易にし、水素

関連製品と水素エネルギーの普及に貢献します。
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